
学校
再
編

　

今
年
度
を
も
っ
て
、
「
花
輪
第
二

中
学
校
」
と
「
花
輪
第
一
中
学
校
」

が
統
合
し
、
来
年
度
４
月
か
ら
「
花

輪
中
学
校
」
と
し
て
新
た
に
歩
み
始

め
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
花
輪
第
二
中
学
校

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
統
合
に
関

わ
る
両
校
の
生
徒
の
想
い
を
紹
介
し

ま
す
。

の
栽
培
体
験
や
親
子
奉
仕
活
動
、
三

世
代
交
流
会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
農
作
物
の
栽
培
体

験
で
は
、
地
域
の
方
々
か
ら
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
花
や
野
菜
、
果
樹
の

栽
培
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
の
大
切

さ
や
厳
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

平
成
3
年
に
は
、
「
勤
労
生
産
学

習
公
開
研
究
会
」
が
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
に
授
業
や
活
動
内
容
を
公

開
し
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

公
開
研
究
会
が
終
了
し
た
後
も
、
勤

労
生
産
学
習
は
花
輪
第
二
中
学
校
の

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
継
続
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
「
創そ
う
ご
う郷

」
の
中
で
、
地
域
の
方
々

の
協
力
の
も
と
、
農
産
物
の
栽
培
か

ら
販
売
ま
で
を
生
徒
が
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

歩
ん
で
き
た
歴
史
も
今
年
度
で
73
年

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
５
９
６
９
人

の
生
徒
が
、
花
輪
第
二
中
学
校
か
ら

巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　

花
輪
第
二
中
学
校
は
、
昭
和
22
年

に
柴
平
村
立
柴
平
中
学
校
と
し
て
設

立
さ
れ
歴
史
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
31
年
の
花
輪
町
と
の

合
併
を
機
に
創
立
10
周
年
記
念
式
典

を
挙
行
し
、
名
称
を
花
輪
第
二
中
学

校
と
改
称
し
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
に
は
新
校
舎
が
完
成

し
、
現
在
の
校
舎
で
の
授
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
に
な
る
と
、
「
尚
志
～

よ
り
高
い
理
想
を
求
め
る
心
～
」
が

校
訓
と
し
て
示
さ
れ
、
校
舎
の
前
に

は
、
石
碑
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
、
昭
和
51
年
の
全
国

陸
上
３
千
メ
ー
ト
ル
準
優
勝
を
は
じ

め
、
陸
上
競
技
と
ス
キ
ー
競
技
に
お

い
て
、
全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
す

る
選
手
を
多
数
輩
出
し
、
全
国
に
名

を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

　

平
成
2
年
度
か
ら
の
２
年
間
は
、

文
部
省
と
秋
田
県
教
育
委
員
会
か
ら

「
勤
労
生
産
学
習
研
究
推
進
校
」
と

し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

現
代
社
会
の
都
市
化
・
機
械
化
が
進

む
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
い
て
、
家
事
を
し
た
り
、
自
然

に
触
れ
た
り
す
る
機
会
が
減
少
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち

に
「
勤
労
」
や
「
生
産
」
に
対
す
る

正
し
い
認
識
や
態
度
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

花
輪
第
二
中
学
校
で
は
、
農
作
物

鹿角市立花輪第二中学校

地
域
と
関
わ
り
、

地
域
に
根
ざ
し
た

73

年
間
。

閉校記念式典で「尚志」のはんてんを着て踊る在校生

現在の校舎で最後の集合写真をドローンで撮影 旧校舎　昭和 57年卒業アルバムより

校訓「尚志」石碑

が
っ
こ
う
さ
い
へ
ん

歩
み
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